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市政だより 交通事故相談日

5月22日(火〉

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参ください
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毎週土曜日の午後になると中央公民館の2階から

美しい子どもたちの歌声がさわやかな新緑の窓辺に

流れてきます。

これは、山口ヒトミさんのピアノで、紅崎和子さ

んが指揮する大村少年合唱団(団員86名〉の合唱教
室での歌声です。

この少年合唱団は.昭和46年7月に中央公民館で

開設された、少年少女合唱教室が動機となって同年

12月1日に大村少年合唱団として誕生したものです

以来『感覚的に鋭敏な少年期に合唱を通して音楽

の美しさを味わい、楽しいふんい気の中で豊かな人

間性と美しい心を養う』ことを目的と して演奏や発

表などで地域社会の文化の向上に、あるいは友情の

交流をはかりながら H 合唱を通して人づくり、まち

づくり H を目ざしています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/合同印闘

市民音楽祭で発表する少年合唱団のみなさん

合唱を通して

人づくりまちづくり

大村少年合唱団

文化のおよと;友淡の交流を
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市民交通傷害保険に加入を.ゲ

毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
く
り
か
え
き
れ
、

平
和
な

家
庭
の
幸
福
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
四
月
一

日
か
ら
四
十
八
年
度
分
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

受
付
は
各
出
張
所
、
社
会
課
で

実
施
中
で
す
。

保
険
料
は

一
人
四
百
八
十
円

(
一
年
分
)

で
五
月
以
降
の
中
途
申
し
込
み
は

月
割
四
十
円
で
す
。

保
険
金
が
支
払
わ
れ

る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
問
(
自

動
車
、
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転

車
、
荷
車
な
ど
)
に
乗
っ
て
い
て

衝
突
し
た
り
、

墜
落
転
倒
し
た
り

し
た
事
故
、
ま
た
歩
い
て
い
て
こ

れ
ら
の
車
向
に
は
ね
ら
れ
た
り
し

\ ~ 

お
っ
と
待
て

た
、
事
故
の
と
き
で
す
。

船
舶
航
空
機
な
ど
に
よ
る
事
故

は
、
支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん。市
民
の
皆
さ
ん
保
険
に
加
入
し
て

交
通
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
を
発
送

ー

軽

自

動

車

税

l

昭
和
四
十
八
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書
を
五
月
十
二
日

発
送
し
ま
し
た
。

も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
課

税
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
誠
免
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
の
で
次
に
該
当
さ
れ
る

か
た
は
、
手
帳
提
示
の
う
え
減
免

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

じ
ん
臓
機
能
障
害

一
級
お
よ
び
三

級
戦
傷
病
者

じ
ん
臓
機
能
障
害
特
別
項
症
か
ら

第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

1
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一
『
県
民
と
知
事
と
の
面
会
日
』
い

怖

と

き

6
月
1
日
(
金
)

午
後
二
時

一

と

こ

ろ

市

民

体

育

館

…

一

先
般
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

日
時

六
月
一
日

(

金

)

い

ゴ

県
民
と
知
事
と
の
面
会

日

』

は

午

後

二

時

l
四
時
三
十
分
w

w

知
事
の
中
国
訪
問
で
延
期
さ
れ
て
場
所
市
民
体
育
館

…

ん
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
次
の

※

当
日
は
各
種
団
体
の
代
表
者
に
ザ

川
と
お
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
よ
る
質
疑
、
要
望
な
ど
が
あ
り
、

w

w
ま
し
た
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ

時
間
が
あ
れ
ば
一

般
の
か
た
も
受
払

一

さ

い

。

け

つ

け

ま

す

。

一

あ
ぶ
な
い
そ
の
距
離

そ

の

速

度

全
国
に

に

念

先
が
け
て

ご

L
記

る

市
は
、
昨

生

メ

じ

年
七
月
か

足

利

わ

ら
身
体
障

-
-
d

銀
山
乙
〓

害
者
全
員

く

療

彩

の医
療無

，

医

民

主

料
化
を
実

ー

し

の

メ

ヨ

現
し
ま
し

長

者

動

た
が
、
市

川

d
J

害

i
身
体
障
害

作
φ

湾

運

者
団
体
連

.

J

本

合
会

(益

人

劇

大

田信治会

A

長

会

員

・
0

八
百
人
)

で
は
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
い
収
入
も

少
な
く
、
あ
す
の
暮
ら
し
を
心
配

し
て
い
る
身
体
障
害
者
に
と
っ
て

こ
ん
な
す
ば
ら
し
く
、
あ
り
が
た

い
こ
と
は
な
い
と
、

感
謝
の
大
運

動
会
を
五
月
六
日
聞
き
ま
し
た
。

大
会
は、

五
月
の
太
陽
が
さ
ん

さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
新
緑
の
市
営

陸
上
競
技
場
に
、
約
五
百
人
の
会

員
が
家
族
と
と
も
に
参
加
し
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
、
つ

え

を
た
よ
り
に
百
メ

ー
ト
ル
競
走
を

し
た
り
、

車
い
す
競
争
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
の
競
技
を
楽

し
み
、
家
族
や
仲
間
た
ち
の
応
援

で
、
み
ん
な
元
気
に
初
夏
の
日
に

や
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
は
、

た
い
へ
ん
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

(
運
転
者
む
け
)

後
木
場
に

簡
易
郵
便
局

久
原
団
地
、
後
木
場
、
向
木
場

大
多
武
方
面
の
か
た
が
た
の
た
め

六
月

一
日
か
ら
向
木
場
入
口
の
パ

ス
終
点
に
簡
易
郵
便
局
が
新
設
さ

れ
ま
す
。

取
扱
事
務
の
範
囲
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
内
国
郵
便
物
(
速
達
、
書
留

小
包
)
の
引
受
、
留
置
郵
便
物

お
よ
び
代
金
引
換
郵
便
物
の
交

付
、
郵
便
切
手
類
お
よ
び
印
紙

の
売
り
さ
ば
き

二、

郵
便
貯
金
(
通
常
、
定
額
、

定
期
)
の
預
け
入
れ
お
よ
び
払

い
渡
し

三
、
普
通
為
替
お
よ
び
定
額
小
為

替
の
振
り
出
し
な
ら
び
に
支
払

い
事
務

四
、
郵
便
振
替
の
通
常
払
い
込
み

公
金
の
払
い
込
み
お
よ
び
通
常

現
金
払
い
、
簡
易
払
い

五
、
福
祉
年
金
の
支
払
い

六
、
簡
易
保
険
新
規
契
約
の
申
し

込
み
受
理

七
、
庶
民
金
融
貸
付
事
務



直

断

横

{ま

昭和48年5月15日

一

お

し

ら

せ

よ

wd
一

淑明
M
V』
一

a
'
i
!
/
電
一
一

注
射
と
検
診

2
国
立
大
村
病
院
、
大
村
市
立
病

院
入
院
中
の
か
た
は
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

被
爆
者
、

健
康
手
帳
に
は
病
院

で
記
入
の
う
え
保
健
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

3
前
記
病
院
以
外
に
入
院
中
、
ま

た
は
自
宅
治
療
中
の
人
で
受
診

で
き
な
い
か
た
は
診
断
書
を
添

え
て
保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

4
住
所
変
更
に
つ
い
て
は
住
民
票

圃
原
爆
被
爆
者

定
期
健
康
診
断

-
法
律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
健
康

診
断
で
す
。

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

特
に
一
般
手
帳
の
人
も
受
け
て

く
だ
さ
い
。

り

日 |診療科目 |医院名 [所在地 |電話

内 ・産婦人科 中村医院

-m3  内 ・産婦人科 朝長医院 杭出津 ①--3266 

外科・内科 原医院 竹松 @-8427i

耳鼻科 |海江田医院 駅通り ①-3329 

10 外 科佐藤外科 杭出津 ②-3070 

小児科田川小児科 皆同郷 ① 8545 

小児科 田川小児医院 武部 ②-4000 

17 内 科 野口医院 並松 ①-2339 

内 科 沢田医院 萱瀬 ①-7603 

産婦人科 長野病 院 東三域 ②-2107 

24 内 科 岡 医 院 東三城 ②-3000 

外 科 |渡 辺医院 ーノ郷 ①-8546 

おおむ

曜当番医

市政だより

日の6月

(3) 

よ

く

見
るi

習

慣

待
つ
が
ま
ん

大盛況です

家庭医学教室

教育委員会・市立病院-

を
添
え
て
保
健
所
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

日
死
亡
者
の
手
帳
は
保
健
所
に
必
}

ず
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

原爆被爆者定期健康診断日程表

賢官 |実施場所 |対 象 地 受付時間

5/17 大村保健所 松西小路並、桜馬場、松 山
9:00 -11:00 
13:00 -14:3り

18 ノア 松乾馬原場、、 福抗出津重、古 町
9:00 -11:00 
13:00、 14:30

19 ノY 古町、乾馬場、抗出津 9・00-11:00 

23 竹松
9:00 -11:00 

/1 13:00 -] 4 :30 

29 池田、諏 訪、萱瀬
9:00 -11:00 

λY 13:00 -14・30

30 ノY 久岩舟原、、 玖上小島路、後、木徳泉場川内
9:00 -11:00 
13:00 -14:30 

31 ノY 久原、玖島、後木場
9:00 -11:00 
] 3:00 -14:30 

(
歩
行
者
む
け
)

四
月
か
ら
九
月
ま
で
十
回
に
わ

た
っ
て
家
庭
医
学
教
室
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
か
た
が
た
に
健
康
な
生

活
と
正
し
い
家
庭
医
学
の
知
識
を

も
つ
た
め
の
教
室
で
す
が
、
第
一

回
、
二
回
と
市
立
病
院
の
土
田
副

院
長
、
早
田
副
院
長
の
F

消
化
吸

収
と
内
臓
の
働
き
H
H
P

ば
ん
酌
の

功
罪

が
な
ど
の
講
義
が
あ
り
大
盛

況
に
お
わ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
市
民
の
か
た
が
た

は
た
い
へ
ん
た
め
に
な
り
ま
す
と

評
判
で
す
。

O
次
の
教
室
の
お
し
ら
せ

五
月
二
十
三
日
(
水
)

体
の
機
能
と
保
持

新
陳
代
謝

別
府
治
彦

六
月
十
三
日
(
水
)

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
と

進
め
方

大

野

力

場
所
中
地
区
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

ー日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

日本脳炎予防接種

実施日程表

接種会場 第1回 第2回
市役所

5~22日東大村小学校 5~29日

黒木小学校 火 火

古町公民館

宮小路公民館 5~ 23日 5月30日

福重出張所 71< 7k 

諏訪公民館

=浦幼稚園 5~24日 5~ 31 日

鈴田出張所 木 木

市立病院 5~金25日6月金1 日
植松保育所

竹松本町会民主宮 6~火5日 6~火12日
萱額出張所

市民会館 6~水6日 6~水13日
松原出張所

該
当
者
ω三
歳
以
上
の
者

ω生
後
六
ヵ
月
以
上
三
歳
未
満
の

者
で
特
に
接
種
を
希
望
す
る
者

禁
忌
者
心
臓
病
、
じ
ん
臓
病
、
か
っ
け

結
核
、
糖
尿
病
の
者
、
病
後
衰

弱
者
、
虚
弱
者
、
妊
産
婦
、
有

熱
者
、
胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者
、

そ
の
他
医
師
が
接
種
を
行
な
う

乙
と
が
不
適
当
と
認
め
る
疾
病

に
か
か
っ
て
い
る
者

接
種
回
数

初
回
免
疫
者
二
回
接
種

追
加
免
疫
者
一
回
接
種

料

金

一

人

一

回

百

円

料
金
免
除
者

ω生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
者 時間はいずれも午後2時

から3時30分まで



(4) 

一
頭
に
つ
き
二
百
円

2
捕
獲
抑
留
さ
れ
た
犬
の
返
還
に

要
す
る
費
用

一
頭
に
つ
き
五
百
円

3
犬
の
抑
留
中
の
飼
養
管
理
費

一
頭
に
つ
き
三
十
円

昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
改
正

大
村
保
健
所

-
大
村
市
美
術
展
覧
会

ω昭
和
四
十
七
年
度
の
市
県
民
税

が
非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
者

該
当
者
は、

接
種
当
日
生
活
保

護
手
帳
を
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

圃
狂
犬
病
予
防
注
射

等
の
料
金
改
正

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
る
狂
犬
病

予
防
注
射
等
の
料
金
が

つ
ぎ
の
と

お
り
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

-
狂
犬
病
予
防
注
射

定
期

社
会
福
祉
事
業
費
へ

さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た
り
金

一
封

〉

ム
佐
世
保
市
の
中
山
を

川

一

克
彦
さ
ん
は
亡
父
克
ム
上
小
路
口
の
山
本
ハ
ル
エ
さ
ん
山

一

巳
さ
ん
の
忌
明
け
に
は
、
亡
夫
武
市
さ
ん
の
忌
明
け
に
川

こ

当
た
り
金
一
封
を
当
た
り
金
一
封
を

し

ム
兵
庫
県
西
宮
市
の
ム
中
諏
訪
町
の
東
島
澄
さ
ん
は
、

ま

崎
田

一
さ
ん
は
、
大

亡

夫
康
馬
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た
V

、

村
護
国
神
社
大
祭
参
り
金
一

封
を

• • 

一
・
こ

拝
の
た
め
来
大
さ
れ

清
和
国
へ

-つ

金
一
封
を

ム
佐
世
保
市
の
森
繁
さ
ん
は
、
亡

山

と

ム
杭
出
津
郷
の
長
谷
父
豊
志
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た
り

山

白

初
子
さ
ん
は
亡
父
初
金
一
封
を

、

…
ιの

行
さ
ん
の
忌
明
け
に

市
内
交
通
遺
児
へ

付

当
た
り
金
一
封
を

A
杭
出
津
郷
の
寺
田
康
弘
さ
ん
は
V

寄

A
玖
島
郷
の
山
内
フ
亡
長
男
剛
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

川

〕』

サ
さ
ん
は
、
亡
夫
左
り
金
一
封
を

-

喜
雄
さ
ん
の
忌
明
け

中
央
小
学
校
図
書
費

へ

一

に
当
た
り
金
一
封
を
ム
杭
出
津
郷
の
寺
田
康
弘
さ
ん
は
~

ム
上
諏
訪
の
尾
崎
ツ
亡
長
男
剛
さ
ん
の
忌
明
け
に
当
た

~
'

ギ
エ
さ
ん
は
亡
夫
実

り
金
一
封
を

山

一

り

市
美
術
協
会
で
は
、
市
教
育
委

員
会
共
催
で
第
十
三
田
市
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
の
で、

多
数
ど
参

観

(無
料
)
く
だ
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
五
日
(
金

)
t二

十
八
日
(
月
)

午
前
九
時

t
午
後
五
時

-

た
だ
し
最
終
日
は
午
後
四
時
ま

一

で
で
す
。

d

場
所

中
地
区
公
民
館

展
示
品

洋
画

・
日
本
画

・
書
道

彫
塑
工
芸

・
写
真

・
版
画

・
商

業
美
術
な
ど

おおむ

催
し
も
の

市政だより昭和48年 5月15日
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-
春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

日
時

五
月
二
十
四
日
(
木
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

県
忠
霊
塔
(
三
域
城
跡
〉

場
所参

列
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
の
遺

族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を

通
じ
て
配
付
し
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
届
か
な
い
か
た
が
あ
り
ま
し

た
ら
社
会
謀
、
ま
た
は
各
出
張
所

遺
族
会
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い

遺
族
の
か
た
、一

般
の
か
た
の

参
列
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

そ

の

他

最
近
ノ
イ
ヌ
が
繁
殖
し
、
鶏
舎

一

の
鶏
や
小
家
畜
を
襲
い
、
飼
育
者

一

に
甚
大
な
損
害
を
与
え
て
い
ま
す

一

乙
の
た
め
大
村
市
猟
友
会
が
県

一

知
事
の
許
可
を
受
け
、
五
月
十
五

一

日
か
ら
六
月
十
四
日
ま
で
の
一
ヵ

一

月
間
、
市
内
一
円
に
お
い
て
ノ
イ

一

ヌ
の
駆
除
作
業
を
行
な
い
ま
す
の一

で、

ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

一

い
し
ま
す
。

一

回
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
や
一

サ

ル

ビ

ア

な

ど

一

花

苗

の

申

込

み

一

大
村
市
民
運
動
推
進
協
議
会
で一

大
村
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
、
忠

は、

毎
年
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展

一
霊
塔
の
そ
び
え
る
丘
が
三
城
の
跡

関
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
マ

一
で
あ
る
。

リ
l
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど

一

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
三
大
名
の

美
し
い
花
で
市
内
を
飾
ろ
う
と
計

一一

人
と
し
て
有
名
な
大
村
純
忠
が

画
し
て
お
り
ま
す
。

一
永
禄
七
年
(
一
五
六
四
年
)
築
い

町
内
、
職
場
、
団
体
、
学
校
な

一
た
。
本
城
、
北
の
城
、
南
の
城
か

ど
で
、
花
苗
の
無
償
配
布
を
希
望

さ
れ
る
と
こ
ろ
は、

次
の
要
領
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ム
ハ
ガ
キ
に
、
次
の
こ
と
を
記
入

し
て
市
教
育
委
員
会
内
、
市
民
運

動
係
あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

O
花
名
と
希
望
本
数

。
申
込
者
名
、
住
所
、
担
当
者

• ノ・イ・
ヌ・
駆を
除
し
ま
す

三
城
城
跡

(3) 

申
込
締
切

五
月
二
十
六
日
必
着

-
ご
協
力
を

!l

国
土
地
図
作
成
の
た
め

測
量
を
し
ま
す

国
土
地
理
院
で
は
国
土
基
本
図

を
作
成
す
る
た
め
市
内
全
域
に
わ

/ 

ら
な
り
、
西
教
史
に
も
「
ス
リ
!
一

キ
ヤ
ッ
ス
ル
」
と
伝
え
ら
れ
た
と

…

い
う。

寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七

一

年
)
幕
府
の
命
令
で
廃
城
と
な
っ

一

た

。

純

忠
は
有
馬
か
ら
、
養
子

一

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
十
八
代
の
領

…

主
と
な
り
、
横
瀬
浦
や
長
崎
を
開

一

港
し
て
南
ば
ん
貿
易
を
は
じ
め
、
一

自
ら
も
洗
礼
を
う
け
て
日
本
で
初

一

の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
な
っ
た
が

一

生
涯
を
通
じ
て
近
隣
諸
豪
の
浸
攻

一

が
相
次
ぎ
、
戦
乱
の
絶
え
間
が
な

…

コ
e

回。

ヵ

，{
ふれ

一

こ
の
三
城
は
、
元
亀
三
年
(
一

一

五
七
二
年
)
、
武
雄
の
後
藤
、
諒

一

早
の
西
郷
、
平
戸
の
松
浦
の
大
軍

一

に
包
囲
さ
れ
た
が
、
小
勢
な
が
ら

一

よ
く
奮
戦
し
、
寄
せ
手
の
大
将
を

一

打
ち
と
っ
て
、
つ
い
に
大
勝
利
を

一

お
さ
め
た
と
い
う
三
城
七
騎
龍
り

一

の
古
戦
場
で
も
あ
る
。

一

現
在
、
本
丸
跡
に
は
、
県
下
六

一

万
余
の
英
霊
を
ま
つ
る
県
忠
霊
塔

…

が
あ
る
。

…

た
り
、
四
等
三
角
点
設
置
の
た
め

民
有
地
に
立
ち
入
り
測
量
を
し
た

り
標
柱
を
立
て
ま
す
。

な
お
、
標
柱
設
置
場
所
に
つ
い

て
は
地
主
さ
ん
の
ご
了
解
を
得
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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